
東福保育園 １歳児

年間テーマ

探求テーマ　　 2025年 ２月 ５日（水）

子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

冬の自然にふれてみよう

子どもの言葉・姿 写真

・公園の霜柱ができているところを見て、「こ

れなに？」と言ったり、恐る恐る触ってみる子

がいる。

・指でつついたりすると崩れて、塊になって取

れることに気づき、近くにあった枝でつついて

みる。

・友だちのまねをして他の子も枝や手で崩そう

としている。

・取れた塊を持って「つめたい」「みて」「こ

おり」などと言い、保育士に見せたり自分で

触ってみる。

・塊を持つと手が汚れることに気づき、あわて

て手をはたいて汚れを取ろうとするが、落ちず

黒くなった手を気にしている。

・うまく塊が取れなくて諦めて、足で踏んでみ

るが、固くてあまり崩れない。

・大きな塊が取れるとベンチに乗せてから、

触ってみる。その様子を見て「○○もさわりた

い」と言い友だちが持っているものを触った

り、「ほしい」と言い自分で取りに行く子もい

る。

・塊を取るのが面白く感じてきて、掘りはじめ

る。

・公園内の自然に触れ、気づきを保育士に知らせようとす

る。

・この季節ならではの霜などに触れてどんな反応をするの

か。

・身近な自然物に興味を持ち、触れてみる。

・友だちのやっている遊びを見てまねをしようとする。

そこから遊びの楽しさを見つけ、繰り返し楽しんだり、声

やことばを発して自分の思いを伝えようとする。

・どんぐり公園で行う。

・探索する範囲を決め、一人ひとりの行動がしっかり見守

れるようにする。

・友だちがやっていることに興味を持ち、「やってみた

い」という気持ちを持てるようにする。

・隣接する公園の様子を保育室の窓から日々見ている。冬

の寒さを感じ「さむいね」、水や冷えた遊具などを触り

「つめたい」など言っている。子どもたちが霜を見てどう

触れ、反応し、感じるのか。

何か分からずに霜に触れたり、踏んだりする。「ちょっと

つめたい」「（感触などが）面白い」と思っていたよう

だった。土で手が汚れてしまうことに気にして楽しめない

子もいたが、よい経験だったと思う。気温が上がって早朝

よりも霜が解けていたので、今度はもう少し霜が出ている

時にまた体験させてあげたい。

四季を通じて身近な自然に触れ、様々な遊びにつなげていく


